
■農地の状況
農地転用については、市街化区域、市街化調整区域における転用は以前に比べて
増加傾向である。また、利用権設定の状況についても、件数・面積ともに増加傾向。

●農地転用面積の推移

●利用権設定の状況（平成30年）

●利用権設定等促進事業（新規分）

平成22年4月
平成22年7月
平成22年11月
平成23年5月
平成23年11月
平成24年5月
平成24年11月
平成25年5月
平成25年11月
平成26年5月
平成26年11月

農地面積 4,717ｈａ 

利用権設定面積 876.8ｈ

ａ 18.6％ 
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●農地への復元土地の状況

毎年一定の実績があがっている。

地区 面積(単位：㎡)
1 山城町 772
2 釆女町１ 854
3 釆女町２ 1,402
4 貝家町１ 995
5 桜町 2,471
6 波木町 589
7 市場町 2,050
8 貝家町２ 2,018
9 中野町 3,900
10 釆女町３ 833 年度計 15,884

平津町 2,159
中村町 707

2 北山町 3,033
3 美里町 11,518
4 市場町 198
5 八王子町 2,316
6 堂ヶ山町 985
7 小生町 2,650
8 大字茂福 5,316
9 美里町 3,828 年度計 32,710
1 水沢町１ 991
2 水沢町２ 7,112
3 水沢町３ 823
4 川島町 5,869
5 堂ヶ山町 4,188
6 曽井町 1,160
7 山田町 1,700
8 河原田町 1,100
9 釆女町 1,917 年度計 24,860
1 六名町 2,769
2 桜町 5,011
3 水沢町 1,428
4 貝家町 2,959
5 堂ヶ山町１ 736
6 山田町 3,537
7 堂ヶ山町２ 7,362
8 釆女町 6,097 年度計 29,899
1 西村町 3,004
2 堂ヶ山町 1,834
3 六名町 1,110

南小松町１ 19,864
鹿間町 4,090

南小松町２ 1,705
波木町 25,115
釆女町 5,548 年度計 62,270

合計 41件 165,623

5

1

4

27年度

25年度

26年度

28年度

29年度

農地への復元に対する補助事業については平成16年度より開始しており、
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森林・林業の概況 

本市の森林面積は平成 27年に 2,865haであり、その大半が私有林である。およそ半数は杉を主体

とした人工林であるが、本市には森林組合が存在せず林業従事者もごくわずかである上、人工林は

各地に分散しており、施業の共同化が行ないにくい状況にある。 

 

（イ）森林面積 

         （三重県森林・林業統計書） 

  Ｈ ２ Ｈ ７ Ｈ １２ Ｈ １７ Ｈ ２２ Ｈ ２３ Ｈ ２４ Ｈ ２５ Ｈ ２６ H ２７ 

面積（ｈa） 3,898  3,898  3,060  2,992  2,932  2,932  2,932 2,932 2,861 2,865 

森林率

（％） 
19.8  19.8  18.0  15.0  14.0  14.0  14.0 14.0 14.0 14.0 

（ロ）所有形態別森林面積 

                 （三重県森林・林業統計書） 

  区 分 計 
国 有 林 

（県有林含む） 
市 有 林 財 産 区 林 私 有 林 

平成 ２年 
面 積 （ha） 3,898 308 380 64 3,146 

割 合 （%） 100 7.9 9.8 1.6 80.7 

平成 ７年 
面 積 （ha） 3,898 343 339 64 3,152 

割 合 （%） 100 8.8 8.7 1.6 80.9 

平成 12 年 
面 積 （ha） 3,060 307 315 34 2,404 

割 合 （%） 100 10.0  10.3 1.1 78.6 

平成 17 年 
面 積 （ha） 2,992 339 310 34 2,309 

割 合 （%） 100 11.3 10.4 1.1 77.2 

平成 22 年 
面 積 （ha） 2,932 340 309 34 2,249 

割 合 （%） 100 11.6  10.5  1.2  76.7  

平成 23 年 
面 積 （ha） 2,932 340 309 34 2,249 

割 合 （%） 100 11.6  10.5  1.2  76.7  

平成 24 年 
面 積 （ha） 2,932 340 309 34 2,249 

割 合 （%） 100 11.6  10.5  1.2  76.7  

平成 25 年 
面 積 （ha） 2,932 340 309 34 2,249 

割 合 （%） 100 11.6  10.5  1.2  76.7  

平成 26 年 
面 積 （ha） 2,861 340 309 34 2,179 

割 合 （%） 100 11.9  10.8  1.2  76.1  

平成 27 年 
面 積 （ha） 2,865 340 309 34 2,183 

割 合 （%） 100 11.9 10.7 1.2 76.2 

【出典：四日市市農林水産業の概要 平成 29年 11月】 
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■工業のすう勢 

 

資料：工業統計 
 

■商業の状況 

 

資料：商業統計 

製造品出荷額は、近年伸びているが、従業者数は微増であり、事業所数は減少してきていることから、

事業所の安定的な継続による事業所数の維持や雇用の確保が重要な課題である。 

(億円) (人) 

工業団地、研究施設用地、コンビナート 
工業地域 
工業専用地域 
都市計画区域 
市街化区域 25
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■商業、工業の分野別販売額の状況 

●商業年間販売額（平成 27年） 

     

 

●製造品出荷額（平成 28年） 

 

 

資料：平成 29年工業統計 

製造品出荷額等 

平成 28年 

2兆 5735億円 
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■第 1次～第 3次産業別従業者数の経緯 

 

 

 

 

●第 1次～第 3次産業別従業者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1次・第 2次産業雇用者は減少傾向にある反面、第 3次産業雇用者が増加しており、20年間で

1万人以上増加している。 
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●産業別従業者数（平成 26経済センサス-基礎調査結果） 

 

 

 

 

 

注：全事業所に対して 4%以上の産業を着色 

 

全民営事業所 156,639 100.00

 農業，林業 352 0.22

01 農業 352 0.22

 鉱業，採石業，砂利採取業 29 0.02

05 鉱業，採石業，砂利採取業 29 0.02

 建設業 11,456 7.31

06 総合工事業 4,826 3.08

07 職別工事業（設備工事業を除く） 1,964 1.25

08 設備工事業 4,666 2.98

 製造業 37,346 23.84

09 食料品製造業 2,995 1.91

10 飲料・たばこ・飼料製造業 597 0.38

11 繊維工業 946 0.60

12 木材・木製品製造業（家具を除く） 170 0.11

13 家具・装備品製造業 136 0.09

14 パルプ・紙・紙加工品製造業 359 0.23

15 印刷・同関連業 402 0.26

16 化学工業 9,005 5.75

17 石油製品・石炭製品製造業 1,055 0.67

18 プラスチック製品製造業(別掲を除く) 1,285 0.82

19 ゴム製品製造業 282 0.18

20 なめし革・同製品・毛皮製造業 15 0.01

21 窯業・土石製品製造業 1,345 0.86

22 鉄鋼業 326 0.21

23 非鉄金属製造業 152 0.10

24 金属製品製造業 1,669 1.07

25 はん用機械器具製造業 947 0.60

26 生産用機械器具製造業 1,723 1.10

27 業務用機械器具製造業 1,577 1.01

28 電子部品・デバイス・電子回路製造業 6,387 4.08

29 電気機械器具製造業 4,445 2.84

30 情報通信機械器具製造業 15 0.01

31 輸送用機械器具製造業 1,232 0.79

32 その他の製造業 281 0.18

 電気・ガス・熱供給・水道業 696 0.44

33 電気業 475 0.30

34 ガス業 143 0.09

35 熱供給業 - 0.00

36 水道業 78 0.05

 情報通信業 1,111 0.71

37 通信業 52 0.03

38 放送業 178 0.11

39 情報サービス業 726 0.46

40 インターネット附随サービス業 53 0.03

41 映像・音声・文字情報制作業 102 0.07

比率(％)従業者数(人)産業分類

製造業、卸売・小売業、サービス業の雇用者が 5 割を占めており、中でも製造業においては化

学工業や電子部品・デバイス・電子回路製造業、卸売・小売業においては、飲食料品小売業が

高い比率を占めている。 
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 運輸業，郵便業 12,117 7.74

42 鉄道業 1,101 0.70

43 道路旅客運送業 971 0.62

44 道路貨物運送業 7,339 4.69

45 水運業 199 0.13

46 航空運輸業 - 0.00

47 倉庫業 448 0.29

48 運輸に附帯するサービス業 2,059 1.31

49 郵便業（信書便事業を含む） - 0.00

 卸売業，小売業 29,062 18.55

50 各種商品卸売業 154 0.10

51 繊維・衣服等卸売業 145 0.09

52 飲食料品卸売業 2,461 1.57

53 建築材料，鉱物・金属材料等卸売業 2,050 1.31

54 機械器具卸売業 2,842 1.81

55 その他の卸売業 1,752 1.12

56 各種商品小売業 1,601 1.02

57 織物・衣服・身の回り品小売業 1,526 0.97

58 飲食料品小売業 6,678 4.26

59 機械器具小売業 3,081 1.97

60 その他の小売業 6,226 3.97

61 無店舗小売業 546 0.35

 金融業，保険業 4,733 3.02

62 銀行業 1,651 1.05

63 協同組織金融業 344 0.22

64 貸金業，クレジットカード業等非預金信用機関 667 0.43

65 金融商品取引業，商品先物取引業 214 0.14

66 補助的金融業等 35 0.02

67 保険業(保険媒介代理業，保険サービス業を含む) 1,822 1.16

 不動産業，物品賃貸業 2,983 1.90

68 不動産取引業 593 0.38

69 不動産賃貸業・管理業 1,723 1.10

70 物品賃貸業 667 0.43

 学術研究，専門・技術サービス業 4,510 2.88

71 学術・開発研究機関 692 0.44

72 専門サービス業(他に分類されないもの) 1,239 0.79

73 広告業 200 0.13

74 技術サービス業(他に分類されないもの) 2,379 1.52

 宿泊業，飲食サービス業 12,366 7.89

75 宿泊業 838 0.53

76 飲食店 10,469 6.68

77 持ち帰り・配達飲食サービス業 1,059 0.68

 生活関連サービス業，娯楽業 6,038 3.85

78 洗濯・理容・美容・浴場業 3,001 1.92

79 その他の生活関連サービス業 1,043 0.67

80 娯楽業 1,994 1.27

 教育，学習支援業 3,273 2.09

81 学校教育 1,795 1.15

82 その他の教育，学習支援業 1,478 0.94

 医療，福祉 15,167 9.68

83 医療業 7,945 5.07

84 保健衛生 148 0.09

85 社会保険・社会福祉・介護事業 7,074 4.52

 複合サービス事業 1,664 1.06

86 郵便局 1,198 0.76

87 協同組合（他に分類されないもの） 466 0.30

 サービス業（他に分類されないもの） 13,736 8.77

88 廃棄物処理業 579 0.37

89 自動車整備業 692 0.44

90 機械等修理業（別掲を除く） 1,418 0.91

91 職業紹介・労働者派遣業 4,195 2.68

92 その他の事業サービス業 5,870 3.75

93 政治・経済・文化団体 377 0.24

94 宗教 548 0.35

95 その他のサービス業 57 0.04
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■製造品出荷額の推移（化学、石油・石炭） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(億円) 
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■市内総生産額の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市の市内総生産額は、三重県内総生産の約 24%を占めており、他都市と比較すると、大分市

や姫路市とほぼ同レベルとなってきている。 
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●市内総生産の比較 

（単位：百万円） 

 

 

 

H23 H24 H25 H26 H27

四日市市 1,495,414 1,708,639 1,894,028 1,966,638 2,004,462

名古屋市 12,211,845 12,268,460 12,544,619 12,635,644 12,886,057

豊田市 3,562,472 4,421,513 4,482,513 4,849,389 5,241,936
北九州市 3,627,546 3,451,711 3,497,173 3,576,038 3,677,712
浜松市 3,108,000 3,083,100 3,239,700 3,065,200 3,006,500
大分市 2,089,425 2,000,015 1,966,162 2,115,250 2,203,881
姫路市 2,090,627 2,032,063 2,079,058 2,161,881 2,159,090
尼崎市 1,640,539 1,606,062 1,633,280 1,707,954 1,757,058
岡崎市 1,552,081 1,606,062 1,641,750 1,491,143 1,632,601
岐阜市 1,517,257 1,515,680 1,508,930 1,526,907 1,568,459
川口市 1,360,630 1,331,880 1,342,335 1,351,873 1,436,395

西宮市 1,225,437 1,227,295 1,262,651 1,303,071 1,366,366

久留米市 900,968 908,384 974,411 986,078 983,409
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■大型小売店舗の立地状況

No. 地区 名称 住所 規模

1 ララスクエア四日市 安島一丁目92-12 3,000㎡以上

2 近鉄百貨店、スターアイランド 諏訪栄町7-34 3,000㎡以上

3 キタオカ 諏訪栄町１４−８ 500㎡以上1,000㎡未満

4 スーパーサンシ一番街店 諏訪栄町３−１１ 500㎡以上1,000㎡未満

5 ニトリ四日市店 十七軒町１−２６ 3,000㎡以上

6 ヤマダ電機テックランド四日市店 十七軒町１−２６ 3,000㎡以上

7 四日市中央ファッションモール(しまむら、アベイル） 十七軒町１７−２１ 1,000㎡以上3,000㎡未満

8 スーパーマーケットバロー北浜田店 北浜田町１１−２７ 1,000㎡以上3,000㎡未満

9 一号館四日市店 中部１－８ 500㎡以上1,000㎡未満

10 ココカラファイン浜田店 十七軒町１４−１ 500㎡以上1,000㎡未満

11 AOKI四日市店 新正４丁目１−１ チトセビル 500㎡以上1,000㎡未満

12 一号館堀木店 堀木２丁目９−１８ 500㎡以上1,000㎡未満

13 イオンモール四日市北 富州原町２−４０ 3,000㎡以上

14 エディオン四日市北店 富州原２－６９ 1,000㎡以上3,000㎡未満

15 スーパーセンタートライアル四日市富田店 茂福７７１－１ 1,000㎡以上3,000㎡未満

16 三洋堂書店富田店 茂福６８０ 1,000㎡以上3,000㎡未満

17 ラッキーマート富田店 富田１丁目２４−１４ 500㎡以上1,000㎡未満

18 カインズホーム四日市店 四日市市富士町2150番1 3,000㎡以上

19 スーパーマーケットバロー別名店 別名6丁目9番9号 1,000㎡以上3,000㎡未満

20 一号館羽津店 別名１丁目１０−16 500㎡以上1,000㎡未満

21 マックスバリュ阿倉川店 山手町３２８９−１ 500㎡以上1,000㎡未満

22 アミカ四日市店 羽津山町２−２ 500㎡以上1,000㎡未満

23 スギ薬局阿倉川店 羽津山町２−５ 500㎡以上1,000㎡未満

24 ドラッグセイムス別名店 別名１丁目１１−１３ 500㎡以上1,000㎡未満

25 DMCカーマ四日市店 久保田一丁目6-31 3,000㎡以上

26 ピアゴ久保田店 久保田一丁目3-25 3,000㎡以上

27 フィットハウス四日市店 ときわ1丁目3番27号 1,000㎡以上3,000㎡未満

28 ツタヤ四日市店 芝田１丁目１０−３ 1,000㎡以上3,000㎡未満

29 ゴルフ５四日市店 久保田１丁目４−３３ 1,000㎡以上3,000㎡未満

30 ぬし与仏壇店四日市支店 赤堀２丁目５−２６ 500㎡以上1,000㎡未満

31 一号館松本店 松本2丁目6−22 500㎡以上1,000㎡未満

32 一号館ときわ店 赤堀３丁目６−１２ 500㎡以上1,000㎡未満

33 業務スーパー四日市松本店 西松本町１−４ 500㎡以上1,000㎡未満

34 ドラッグスギヤマ久保田店 久保田１丁目６−５６ 500㎡以上1,000㎡未満

35 スギ薬局久保田店 久保田１−４−３１ 500㎡以上1,000㎡未満

36 スギ薬局城西店 中川原１丁目３−２ 500㎡以上1,000㎡未満

37 カヨーショッピングセンター 日永四丁目1-49 3,000㎡以上

38 イオンタウン四日市泊 泊小柳町2-1 3,000㎡以上

39 DMCカーマ四日市泊店 泊小柳町2-17 3,000㎡以上

40 カネスエ 日永西三丁目3597-1 3,000㎡以上

41 エディオン四日市日永店 日永４丁目１−４ 3,000㎡以上

42 スポーツデポ四日市日永店 日永１丁目１−６ 3,000㎡以上

43 コメリホームセンター四日市店 日永西２丁目１５−７ 1,000㎡以上3,000㎡未満

44 BOOKOFF SUPER BAZAAR１号四日市日永店 日永3-1-4 1,000㎡以上3,000㎡未満

45 ケーズデンキ四日市日永店 日永西２丁目１３−８ 1,000㎡以上3,000㎡未満

46 万代書店四日市日永店 日永５丁目７−３ 1,000㎡以上3,000㎡未満

47 日永カヨー 日永４丁目２−４１ 1,000㎡以上3,000㎡未満

48 シェトワ白揚笹川店 日永西２丁目１３−３ 500㎡以上1,000㎡未満

日永

中部

富洲原

富田

羽津

常磐
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No. 地区 名称 住所 規模

49 オートバックス日永店 日永３丁目２−２２ 500㎡以上1,000㎡未満

50 スギドラッグ四日市日永店 日永３丁目1136番1 500㎡以上1,000㎡未満

51 MEGAドン・キホーテ四日市店 西日野町字八幡1608-1 3,000㎡以上

52 マックスバリュ笹川店 室山町５６０ 1,000㎡以上3,000㎡未満

53 ディスカウントドラッグコスモス東日野店 東日野町98−1 1,000㎡以上3,000㎡未満

54 ドラッグスギヤマ笹川店 西日野町１５９５ 1,000㎡以上3,000㎡未満

55 ファッションセンターしまむら笹川店 西日野町字八幡1591 1,000㎡以上3,000㎡未満

56 スーパーサンシサンビーム店 笹川５丁目６５−２ 500㎡以上1,000㎡未満

57 ハードオフ三重四日市店 東日野１丁目３６５ 500㎡以上1,000㎡未満

58 一号館高花平店 高花平２丁目１−３７ 500㎡以上1,000㎡未満

59 スーパーセンタートライアル四日市南店 小古曽東３丁目５−３３ 3,000㎡以上

60 マックスバリュ采女店 釆女町字名倉1865-1 500㎡以上1,000㎡未満

61 塩浜

No. 地区 名称 住所 規模

62 小山田

63 川島 一号館陽光台店 浮橋２丁目８−２ 500㎡以上1,000㎡未満

64 神前 イオン四日市尾平店 尾平町字天王川原1805 3,000㎡以上

65 スーパーサンシ桜花台店 桜花台２丁目３８ 1,000㎡以上3,000㎡未満

66 一号館桜店 桜台１丁目２７−２ 1,000㎡以上3,000㎡未満

67 マックスバリュ生桑店 生桑町１４９−１ 3,000㎡以上

68 スーパーサンシいくわ店 生桑町字榎下167-1 3,000㎡以上

69 ケーズデンキ四日市生桑店 生桑町１８４ 1,000㎡以上3,000㎡未満

70 AOKI四日市生桑店 生桑町２０４−１ 1,000㎡以上3,000㎡未満

71 三洋堂書店生桑店 生桑町２０１−２ 1,000㎡以上3,000㎡未満

72 人形の館ひのでや 生桑町２３−１ 1,000㎡以上3,000㎡未満

73 ドラッグスギヤマ坂部店 東坂部町１５９６−１ 500㎡以上1,000㎡未満

74 スギ薬局生桑店 生桑町１６７－１ 500㎡以上1,000㎡未満

75 一号館坂部店 東坂部町１６５２ 500㎡以上1,000㎡未満

76 一号館三重団地店 三重６丁目１３０−１ 500㎡以上1,000㎡未満

77 県

78 八郷

79 下野 マックスバリュ山城店 山城町字西大谷７２８－１ 1,000㎡以上3,000㎡未満

80 ユーズ大矢知 大矢知町字斎宮谷1749 3,000㎡以上

81 フレスポ四日市富田店 西富田町２４９−１２ 3,000㎡以上

82 マックスバリュ大矢知店 大矢知町９８８ 3,000㎡以上

83 一号館大矢知店 大矢知町９６５－１ 1,000㎡以上3,000㎡未満

84 スギ薬局富田店 下之宮町３１３－１ 500㎡以上1,000㎡未満

85 河原田

86 水沢

87 一号館大長店 高見台１丁目５−５ 500㎡以上1,000㎡未満

88 一号館小牧店 小牧町2751−1 500㎡以上1,000㎡未満

89 ピアゴ阿倉川店 阿倉川町15-27 3,000㎡以上

90 ディスカウントドラッグコスモス末永店 野田１丁目２−２４−１ 1,000㎡以上3,000㎡未満

91 テラ四日市店プラスゲオ 野田2丁目2-25 1,000㎡以上3,000㎡未満

92 ファッションセンターしまむら野田店 野田１丁目１−３２ 1,000㎡以上3,000㎡未満

93 橋北

94 ミスタートンカチ北楠店 楠町北五味塚１９７２−１５ 1,000㎡以上3,000㎡未満

95 Ａコープ近畿くす店 楠町北五味塚１４６４−１ 1,000㎡以上3,000㎡未満

96 一号館北楠店 楠町北五味塚字不納１９７２－７ 1,000㎡以上3,000㎡未満

No. 地区 名称 住所 規模

97 楠 一号館楠店 楠町南川１６−１ 500㎡以上1,000㎡未満

保々

海蔵

楠

日永

四郷

内部

桜

三重

大矢知
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■中心市街地の状況 

近鉄四日市駅東方面の歩行者流量は平成 18年頃までは減少傾向であったが、近年は横ばいとなっている。 

ララスクエア東出口については、ララスクエアの開業により平成 10 年当時の水準まで回復した。 

商店街の空店舗率は、減少傾向にある。 

●歩行者流量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●商店街の空店舗の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中心市街地の主な動き 

  Ｈ１３ 松坂屋四日市店閉店（５月） 

  Ｈ１４ ジャスコ四日市店閉店（１月）、アムスクエア一時休館（７月） 

  Ｈ１５ すわ公園交流館オープン（８月） 

  Ｈ１６ ララスクエアの４階～７階がリニューアルオープン（１１月） 

  Ｈ１７ ララスクエアがフルオープン（３月）、文化センター白楊閉店（８月） 

  Ｈ２０ ジャスコＢ館跡地にローレルタワー竣工（５月）、くすの木パーキング２４Ｈ営業へ（８月） 

  Ｈ２６ プレイズ竣工（２月） 

  Ｈ２９ ジャスコＡ館跡地にプレミスト竣工（３月） 

  Ｈ３０ ララスクエアリニューアルオープン（５月） 

◆市道西町線～本町通り地点一覧 

メディアシップビス前、キタオカ前、ナガサワカバン前、プレミスト四日市駅前（南側） 

四日市補助器センター前、ハチトリ前、諏訪神社前、タケコシ本店前、ミヤザキ靴店前、 
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■NPO法人の状況

●三重県が認証した市町村別NPO法人数

市町 平成27年度 平成28年度 平成29年度 市町 平成27年度 平成28年度 平成29年度

 四日市市 119 125 122  紀北町 8 8 8

 津市 145 144 148  明和町 6 7 8

 松阪市 59 61 63  東員町 5 6 6

 鈴鹿市 63 64 61  大紀町 5 5 5

 伊賀市 53 57 56  南伊勢町 4 5 5

 桑名市 47 51 50  川越町 3 3 3

 伊勢市 46 44 44  多気町 4 3 3

 名張市 34 34 35  大台町 3 3 3

 志摩市 20 20 24  御浜町 3 3 3

 いなべ市 16 17 18  木曽岬町 1 1 2

 熊野市 13 13 14  玉城町 2 2 2

 尾鷲市 11 11 12  度会町 2 2 2

 亀山市 5 6 12  紀宝町 2 2 2

 鳥羽市 9 9 7  朝日町 0 0 1

 菰野町 15 11 11

三重県　計 703 717 730
各年度とも３月31日時点の数値
出典：三重県HP　「データでみる三重県のNPO法人」
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分野別市民活動団体登録数の状況

分野別登録数

1 保健、医療又は福祉の増進を図る活動 44

2 社会教育の推進を図る活動 32

3 まちづくりの推進を図る活動 38

4 観光の振興を図る活動 6

5 農産漁村又は中山間地域の振興を図る活動 6

6 学術、文化、芸術又はスポーツの振興を図る活動 34

7 環境の保全を図る活動 35

8 災害救援活動 10

9 地域安全活動 13

10 人権の擁護又は平和の推進を図る活動 17

11 国際協力の活動 14

12 男女共同参画社会の形成の促進を図る活動 12

13 子どもの健全育成を図る活動 38

14 情報化社会の発展を図る活動 12

15 科学技術の振興を図る活動 7

16 経済活動の活性化を図る活動 11

17 職業能力の開発又は雇用機会の拡充を支援する活動 14

18 消費者の保護を図る活動 7

19
1～18に掲げる活動を行う団体の運営又は活動に関する
連絡、助言又は援助の活動 8

20
1～19に掲げる活動に準ずる活動として三重県の条例で
定める活動 2

なやプラザ団体登録数：143団体

分  野

39



40



■主な市内宿泊施設一覧

宿泊施設名 最寄りの駅 客室総数

四日市都ホテル 近鉄四日市駅 118

プラトンホテル四日市 近鉄四日市駅 144

ホテルキャッスルイン四日市 近鉄四日市駅 108

新四日市ホテル 近鉄四日市駅 63

四日市シティホテル 近鉄四日市駅 100

アポアホテル 近鉄四日市駅 84

トウエイホテル 近鉄四日市駅 73

四日市アーバンホテル 近鉄四日市駅 141

四日市シティホテルアネックス 近鉄四日市駅 152

スーパーホテル四日市駅前 近鉄四日市駅 80

ホテルルートイン四日市 近鉄川原町 137

ホテルルートイン南四日市 あすなろう泊駅 237

ヒールイン四日市 近鉄四日市駅 65

レイアホテル四日市 近鉄四日市駅 87

東横ＩＮＮ近鉄四日市北口 近鉄四日市駅 220

スーパーホテル四日市・国道１号沿 近鉄四日市駅 105

合計 2,014

ほか１９宿泊施設　１００室
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 コンベンション事業推進補助金実績 

年度 補助金額合計 件数

平成２９年度 3,039,734 14

平成２８年度 5,162,896 16

平成２７年度 1,520,540 14

平成２６年度 5,865,835 19

平成２５年度 1,720,375 12

平成２４年度 3,213,750 14

平成２３年度 1,382,435 13

平成２２年度 1,604,500 13

平成２１年度 3,111,100 16

平成２０年度 1,828,000 15

平成１９年度 1,068,000 13

平成１８年度 1,606,000 15

平成１７年度 1,319,000 13

平成１６年度 1,657,000 18
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国・県・市指定文化財、登録文化財種類別・指定別一覧表     

◆文化財保護法で指定・登録されている文化財（国指定文化財）  

№ 名称 所在地・所有者（管理者） 概要及び指定年月日

中部地区・稲葉町、高砂町

四日市市（四日市港管理組合）

中部地区・千歳町～末広町間

日本貨物鉄道株式会社

大矢知地区・垂坂町

観音寺

日永地区・日永二丁目

大聖院

富田地区・南富田町

善教寺

中部地区・鵜の森一丁目

鵜森神社

中部地区

個人（四日市市立博物館）

富田地区・東富田町ほか

富田鯨船保存会連合会

富田・中部・塩浜・楠地区

各鯨船山車保存会

大矢知地区・大矢知町

四日市市・国土交通省 ほか

(四日市市)

海蔵地区・大字東阿倉川

四日市市・個人(四日市市)

海蔵地区・大字西阿倉川

四日市市

三重地区・西坂部町

四日市市

種別

有

形

文

化

財

建

造

物

1 四日市旧港港湾施設

明治26・27年に築造の近代化遺産（港湾）｡旧港北・西防波堤、波

止場改築紀念碑、稲葉三右衛門君彰功碑。平成8年12月10日指

定。

2 末広橋梁（旧四日市港駅鉄道橋）
現役で稼働する国内最古の鉄道可動橋であり、「鉄の橋百選」にも

選ばれている。平成10年12月25日指定。

彫

刻

3 木造慈恵大師坐像
南北朝時代。木造桧材寄木造で、像高80.3㎝。胎内に「観応２年

（1351）大仏師大口法橋乗賢」の墨書。大正２年8月20日指定。

4 木造不動明王立像

平安時代後期。木造桧材一木造で、像高95cm。小さく穏やかな目

鼻立ちにより刻みだされた忿怒の相で端正な気品を表す。大正4年

8月10日指定。

5
木造阿弥陀如来立像

　像内納入文書

鎌倉時代前期。木造桧材寄木造で、玉眼・漆箔を施す。像高

79cm。胎内に願文、作善日誌、摺仏を納入する。昭和34年12月18

日指定。

工

芸

品

6 十六間四方白星兜鉢

平安時代末期。径23cm。16枚の黒漆塗りの鉄板を組み合わせた兜

鉢。その四方と眉庇（まびさし）に鍍金が施される。俵藤太（藤原秀

郷）伝承を持ち、江戸時代に由来のある同社へ寄贈。昭和30年2月

2日指定。

書

跡
7 榮花物語（富岡本）

鎌倉時代。胡蝶装、唐草文緞子表紙、大型本。本文は10行ないし

12行、平仮名まじりの寄合書で榜書校異の書入れがあり、異本系の

最古本。富岡鉄斎の旧蔵したものといわれる。昭和34年6月27日指

定。

民

俗

文

化

財

無

形
8 鳥出神社の鯨船行事

鳥出神社の例大祭への奉納行事で、神社丸・神徳丸・感應丸・権

現丸の4艘があり、同様の行事の中の典型例として、平成9年12月

15日指定。全国33の「山・鉾・屋台行事」の一つとして、ユネスコ無

形文化遺産に平成28年12月1日登録。

選

択

保

存

9 北勢・熊野の鯨船行事

尾鷲市のハラソ祭とともに、北勢地域に偏在する陸上の模擬捕鯨行

事について、記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財とし

て、平成元年2月27日選択。そのうち、「鳥出神社の鯨船行事」が平

成9年に国指定無形民俗文化財に、平成２８年ユネスコ無形文化遺

産に登録。

記

念

物

史

跡
10 久留倍官衙遺跡

飛鳥～平安時代中期。主な遺構は古代の官衙施設で、他の官衙に

はみられない東を向く政庁・正倉院・その他施設を伴い、官衙の全

体像や変遷を知ることができる全国的にも貴重な遺跡。壬申の乱や

聖武天皇の東国行幸との関連も指摘される。平成18年7月28日指

定。

天

然

記

念

物

11 東阿倉川イヌナシ自生地
明治35年4月に発見され、世界の植物学界に紹介された。日本の

野生ナシの中で最も原始的な種である。大正11年10月12日指定。

12 西阿倉川アイナシ自生地
明治36年6月に発見された非常に珍しいナシ。イヌナシと栽培され

ているナシの中間の種。大正11年10月12日指定。

13 御池沼沢植物群落

東部沼沢地に暖地性ミクリガヤの草木群落、西部沼沢地に寒地性

ヤチヤナギの灌木群落がある。昭和27年10月11日指定。昭和51

年3月31日、昭和54年6月25日追加指定。
 

 

◆三重県文化財保護条例で指定を受けている文化財（県指定文化財） 

№ 名称 所在地・所有者（管理者） 概要及び指定年月日

保々地区・市場町

大樹寺（四日市市立博物館）

保々地区・市場町

大樹寺（四日市市立博物館）

保々地区・市場町

大樹寺（四日市市立博物館）

大矢知地区・垂坂町

観音寺

日永地区・日永二丁目

大聖院

種別

14 絹本著色仏涅槃図

有

形

文

化

財

南北朝時代。縦169.5㎝。横122.5㎝。画面に「詫磨法眼栄賀筆」の

款記があり、南北朝時代の託磨派の遺品として貴重である。昭和27

年3月13日指定。

室町時代。縦96.3㎝。横49.3㎝。画像の法被は折蘆描。袈裟は鉄

線描で、顔と手の部分は写実的な柔らかい細線描。昭和27年3月13

日指定。

17 絹本著色仏涅槃図

室町時代。縦159㎝。横122㎝。軸木の墨書の銘文によって、南都絵

所、芝座の法眼尊仲が永禄4年(1561)3月5日に完成したものと判

る。昭和32年3月29日指定。

15 絹本著色真源大沢禅師像
室町時代。縦97.5㎝。横49.5㎝。右手に払子を持ち、法被をかけた

曲ろくに坐した斜右向きの像。昭和27年3月13日指定。

絵

画

鎌倉時代。縦111.7㎝横55.7㎝。四日市市に現存する絵画としては

最古の作品であり、鎌倉時代の仏教画の作風を伝えるものとして貴

重。平成17年3月17日指定。

16

18 絹本著色釈迦三尊十六善神像

絹本著色禅源大済禅師像
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№ 名称 所在地・所有者（管理者） 概要及び指定年月日

羽津地区・羽津山町

正法寺

大矢知地区・垂坂町

観音寺

大矢知地区・垂坂町

観音寺

四郷地区・西日野町

顕正寺

四郷地区・西日野町

顕正寺

三重地区・生桑町

千福寺

大矢知地区・垂坂町

観音寺

日永地区・大字六呂見

観音寺

富洲原地区・富田一色町

龍泉寺

中部地区

個人（徳川美術館）

中部地区・安島二丁目

四日市市（四日市市文化会館）

中部地区・安島一丁目

四日市市（四日市市立博物館）

中部地区・安島一丁目

四日市市（四日市市立博物館）

中部地区・安島一丁目

四日市市（四日市市立博物館）

保々地区・市場町

大樹寺（四日市市立博物館）

八郷地区・伊坂町

菟上耳利神社

（四日市市立博物館）

富田地区・富田一丁目

個人

中部地区・南納屋町

南納屋町鯨船保存会

中部地区・中納屋町

中納屋町大入道保存会

無

形
38 東日野・西日野の大念仏

四郷地区・東日野町、西日野町

東日野町大念仏保存会・

西日野町大念仏保存会

西日野町の西明寺に起こった魔障を禁圧するために祈念したという

故事にならって行われる仏教的な行事。口誦念仏にかえて大太鼓・

大鉦、笛、ほら貝で表現する。平成25年3月25日指定。

大矢知地区・垂坂町

立阪神社獅子保存会

木造地蔵菩薩坐像

木造阿弥陀如来坐像

木造毘沙門天立像

種別

木造誕生釈迦仏立像

平安時代後期。木造桧材一木割矧造で、金泥、着衣部を漆箔仕上

げとし、像内内刳面に金銀の漆箔を押す。彫眼で、肉髻、螺髪を表

す。像高53.5㎝。昭和32年3月29日指定。

23 木造仏頭

平安時代後期。木造桧材。三道下端より上部を残す菩薩頭部。錆

漆地の漆箔像で口唇に朱彩を施す。総長23.6㎝。昭和32年3月29

日指定。

19 木造地蔵菩薩坐像

鎌倉時代。木造桧材寄木造で、彩色・玉眼を施している。総高29

㎝。胎内に2点の納入物があるが、江戸初期の修理時のもの。昭和

29年4月1日指定。

20

平安時代。木造桧材一木造で、総高35.5㎝。礼拝仏として作られた

ものと考えられる、誕生仏としては珍しい木彫像。昭和30年4月7日

指定。

鎌倉時代。木造桧材寄木造で、玉眼を施し、右手に錫杖を持つ半

迦趺座の坐像。像高80㎝。膝前材裏面の墨書銘により法橋慶円作

（１５３１年）と知られる。昭和31年5月2日指定。

鎌倉時代。木造桧材寄木造で、玉眼・彩色を施している。総高111.5

㎝。彫技、彩色ともに優れた造像で、慶派仏師の本格的作例とみら

れる。昭和38年1月11日指定。

木造薬師如来立像
平安時代後期。木造桧材寄木造で、彫眼・布貼り錆下地を施し、漆

箔仕上げとしている。総高151㎝。昭和39年10月16日指定。

30 林コレクション萬古焼

江戸時代中期～明治時代前期の萬古焼作品のコレクション。古萬

古30点を中心に、古安東5点、有節萬古13点、射和萬古2点、再興

安東1点、四日市萬古2点から構成され、萬古焼の系譜を大観できる

資料内容。平成18年3月17日指定。

26 木造如意輪観音坐像

平安時代後期。木造榧材寄木造で、彩色・漆箔を施さない素地仕上

げ檀像様の作例。胎内墨書により久安元年（１１４９年）作と知られ

る。像高29.8㎝。平成11年3月17日指定。

木造阿弥陀如来立像

　附　像内納入文書１巻19枚

鎌倉時代。木造桧材割矧造で、漆箔・玉眼を施す宋風の彫像で本

来は歯吹きの阿弥陀であったが、修理により塞がれた。像高36.9㎝。

胎内に経巻1巻、摺仏19枚が納められていた。平成16年10月18日

指定。

28 太刀（銘　一永仁四年七月日　助光作）

鎌倉時代。刀長78.5㎝、反り2.8㎝。呂針穴2個。備前国助光の作。

助光は、吉岡一文字一派の代表的な刀工。腰反り深く力強い、優美

な姿でよく冴える。昭和27年3月13日指定。

陶製灯籠

江戸時代。高さ174㎝、上笠の径50㎝。沼波弄山の萬古焼が途絶え

た後、竹川竹斎が再興した射和萬古で、薄緑色の釉薬が流れ、風

雅な姿を保つ。竿の正面に「竹川彦三郎政悌」、裏面に「奉納 万延

元年庚申年十月 射和萬古製」の彫銘。昭和57年4月27日指定。昭

和10年12月18日国認定重要美術品。

29

27

短刀　銘　藤正

室町時代。長さ26.3cm。茎は、「藤正」の銘をもち、「村正一派」特有

の張り出した形をしている。刃文は、波を打ったようによく乱れてい

る。平成18年3月17日指定。

32 槍　銘　雲林院住包治

室町時代。長さ40.4cm。身幅5.5cm。身幅広く姿の整った堂々たる

槍である。赤羽刀の一つであるが作風は大和の手掻派より相州伝に

近いものがある。平成19年3月27日指定。

平安～鎌倉時代。286.263.265.430の4巻に「永禄十二年己巳菊月

日宗照首座修補之」の銘記がある。現状では数種の経巻が混在し、

143帖と残欠3帖及び版本10帖からなる。昭和27年3月13日指定。

31

銅鐸

弥生時代。総高40.3㎝。文久2年（1862）3月21日に朝明郡伊坂村・

菟上耳利神社西方の重地山で発見された、偏平鈕式六区袈裟襷文

銅鐸。身の内側に舌によって擦れた痕跡がある。昭和27年3月13日

指定。

蝠堂民俗玩具
収集・保有されている民俗玩具は、種類も多種多様で、日本をはじ

め中国・韓国などのものもある。昭和31年5月2日指定。

鯨船の起源については明らかではないが、安永年間（1772～1780）

頃の記録に「鯨つき」という名で出ている。昭和31年12月5日指定。
鯨船山車

文化2年（1805）に名古屋の人形師竹田寿三郎・藤吉父子によって

製作されたといわれる精巧なカラクリ人形。当初は首の伸び縮みだ

けであったが、明治2年（1869）に改良が加えられ、現在の様にS字に

曲がり、表情を出せるようになった。大入道の由来については諸説あ

るが、「伊勢四日市諏訪明神御祭礼黎物」に「百物語」と記されてお

り、「轆轤首」伝承が最も古いとみられる。昭和51年3月31日指定。

立阪神社獅子舞

箕田流獅子舞の流れを汲み、激しい動きの獅子舞である。花の舞で

手鞠を指定するのは他に見られない演技もある。平成25年12月27

日選択。

36

33 紙本墨書大般若経

34

37

工

芸

品

考

古

資

料

22

25

書

跡

有

形

文

化

財

彫

刻

21

24

35

39

選

択

保

存

民

俗

文

化

財

有

形

大入道山車
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№ 名称 所在地・所有者（管理者） 概要及び指定年月日

富田地区・富田三丁目

富田文化財保存会

日永地区・追分三丁目

四日市市日永地区連合自治会

日永地区・日永五丁目

個人（四日市市）

大矢知地区・大矢知町

個人（四日市市大矢知町斉宮自治会）

四郷地区・西日野町

日野神社

（四日市市西日野町自治会）

下野地区・大鐘町

四日市市

川島地区・川島町

個人

古墳時代。古墳は２群に分かれ、Ａ群は小型の方墳2基、円墳2基、

Ｂ群は中型の方墳2基と小型の円墳1基。このうちＡ群の1・2号墳が

昭和44年3月28日指定。

天武天皇迹太川御遥拝所跡

伊勢安国寺跡

43

日永一里塚跡42

東海道と伊勢街道の分岐点。桑名七里の渡しの「一の鳥居」に対し

て、伊勢参宮の「二の鳥居」と称す。昭和13年4月12日指定。

三ツ谷・日永・釆女とともに、東海道の四日市における一里塚跡の一

つ。富田は桑名宿と四日市宿の間で立場（たてば）がおかれてい

た。昭和12年11月10日指定。

46 川島町のシデコブシ群落

天

然

記

念

物

丘陵斜面の湧水池付近に樹高4ｍの成木が約30株、比較的密な群

生をなしている。平成3年3月26日指定。

日永は四日市宿と石薬師宿の中間に位置し、「間の宿」（あいのしゅ

く）と言われていた。昭和23年4月12日指定。昭和27年７月9日所在

変更。

大海人皇子（のちの天武天皇）が壬申の乱の際、ここから伊勢神宮を

遥拝されたと言い伝える。昭和16年5月21日指定。

44

広古墳Ａ群45

南北朝時代。夢窓疎石の勧めにより、足利尊氏・直義兄弟が元弘の

乱（1331）以降の戦死者と後醍醐天皇の冥福を祈るため、全国に寺

と利生塔を設けたもの。伊勢の安国寺は平安時代からの旧名五位鳥

山西明寺を利用して建てられた。元弘2年（1332）に改称。昭和16

年9月26日指定。

日永の追分

40

41

史

跡
記

念

物

富田の一里塚跡

種別

 

 

◆四日市市文化財保護条例で指定している文化財（市指定文化財） 

№ 名称 所在地・所有者（管理者） 概要及び指定年月日

大矢知地区・垂坂町

観音寺

大矢知地区・蒔田二丁目

四日市市蒔田町第一自治会

四郷地区・西日野町

四日市市

四郷地区・西日野町

顕正寺

楠地区・楠町本郷

四日市市

保々地区・市場町

大樹寺（四日市市立博物館）

中部地区・北町

建福寺（四日市市立博物館）

保々地区・市場町

大樹寺（四日市市立博物館）

保々地区・市場町

大樹寺（四日市市立博物館）

日永地区・日永四丁目

薬師堂

神前地区・寺方町

大日寺

塩浜地区・馳出町一丁目

馳出・宮東・宝町自治会

小山田地区・六名町

光輪寺

内部地区・貝家町

上品寺

小山田地区・山田町（暁覚寺）

山田町釈迦如来坐像・十一

面観音菩薩立像保存会

61 釈迦如来坐像

鎌倉時代。木造桧材寄木造で、金泥が残るが、元は漆箔を施していたと考えら

れる。像高89.0㎝で玉眼を施す。本像は近在の万松寺より移されたと伝える。

平成16年8月19日指定。

地蔵菩薩坐像
平安時代後期。木造桧材一木造で、玉眼（現状）、漆箔を施し、像高43.9㎝。

左手に宝珠、右手に錫杖を持ち蓮華台に座す。昭和33年2月6日指定。

59 釈迦如来坐像
鎌倉時代。木造桧材寄木造で、通有の如来形像。像高76.5㎝。平成3年6月

24日指定。

60 釈迦如来坐像

平安時代前期。本像は市内最古の作例で、木造樟材一木造、彫眼、漆箔を施

す。像高98.9㎝。江戸時代後補の膝前材裏面に、修理の際の墨書がある。平

成14年１月31日指定。

蓮華図
室町時代。大輪を咲かせたハスの花が写実的に描かれた2幅1対の掛け軸。平

成24年8月23日指定。

56 薬師如来坐像
鎌倉時代。木造桧材寄木造で、玉眼、漆箔を施す。像高87.5㎝。胎内背面に

修理の際の墨書がある。昭和31年2月18日指定。

57 大日如来坐像
平安時代後期。木造桧材寄木造で、彫眼、漆箔を施し、総高314㎝の丈六の

坐像。昭和31年2月18日指定。

広山和尚画像
江戸時代。縦109㎝、横51.5㎝。画像の上に広山和尚自筆の賛があり、生前に

制作された寿像であることが知られる。昭和34年3月25日指定。

53 仏涅槃図

室町時代。縦215.2㎝、横166.3㎝。函の蓋に「涅槃像大幅兆殿司筆東溟山建

福寺什物天文五年春王穀旦」の墨書があり、天文15年（1536）に東福寺の兆

殿司（名は吉山、字　明兆、号を破草鞋）と伝承する。昭和35年3月28日指

定。

54 釈迦三尊十六善神図
室町時代。釈迦如来を中心に二菩薩と十六神図が描かれた仏画。平成24年8

月23日指定。

明治時代の建築様式の面影を伝える擬洋風の木造２階建一部3階建塔屋付

建物。大正10年に伊藤伝七（十世）の寄付をもとに、四郷村役場として建設さ

れた。昭和57年2月16日指定。

50 顕正寺山門
江戸時代。旧神戸城大手門を明治９年に解体・移築。高麗門形式で、近世城

門の典型をなしている。平成2年3月30日指定。

51 旧庄屋岡田邸

江戸時代～大正時代。主屋・立会所は木造平屋建、蔵は木造2階建。北勢地

方でも現存する数少ない庄屋建物である。立会所は明治3年（1870）に建設さ

れ、大正初期に主屋の改築にあわせて改築されている。平成14年6月28日指

定（追加指定:平成14年12月25日）

種別

建

造

物

47 観音寺山門
江戸時代。本柱を中心とする構架式の構造で、切妻造、本瓦葺の四脚門であ

る。昭和52年3月23日指定。

48 龍王山宝性寺
江戸時代。木造二重屋根御堂造瓦葺で、本堂は上棟木礼によると、享保4年

（1719）己亥6月に建立。昭和52年10月6日指定。

49 旧四日市市役所四郷出張所（四郷村役場）

彫

刻

有

形

文

化

財

絵

画

52

55

58
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№ 名称 所在地・所有者（管理者） 概要及び指定年月日

小山田地 区・ 山田 町（ 安性

寺）

山田町釈迦如来坐像・十一

面観音菩薩立像保存会

小山田地区・堂ヶ山町（遠生寺）

宗教法人遠生寺

小山田地区・堂ヶ山町（遠生寺）

宗教法人遠生寺

羽津地区・大宮町

志氐神社

古萬古赤絵斗鶏文雪輪手鉢

古萬古灰釉鶴亀陽刻文茶碗

古萬古赤絵龍文大鉢

海蔵地区

四日市市（四日市市立博物館）

小山田地区・堂ヶ山町

四日市市堂ヶ山町自治会

小山田地区・六名町

四日市市六名町自治会

（四日市市立博物館）

中部地区・安島一丁目

四日市市（四日市市立博物館）

保々地区

個人（四日市市立博物館）

中部地区

個人（四日市市立博物館）

羽津地区・大宮町

志氐神社

日永地区・大字泊村

四日市市（文化財整理作業

所）

三重地区・西坂部町

四日市市（文化財整理作業

所）

常磐地区・石塚町

四日市市（文化財整理作業

所）

橋北地区・京町

〔保持団体〕四日市萬古焼伝

統技術保存会

富田地区・茂福町

〔保持者〕伊藤　敏（号　美月）

日永地区・日永四丁目

〔保持者〕稲垣　和美

桜地区・智積町

椿岸神社

川島地区・川島町

神明神社

大矢知地区・垂坂町

観音寺

富田地区・富田二丁目

鳥出神社

日永地区・日永三丁目

日永つんつくおどり保存会

水沢地区・水沢町

お諏訪踊り保存会

県地区・北野町

北野町獅子舞保存会

御館獅子舞と同じ椿山本流の直伝で、演舞についても、素朴な中にも高度の

芸術性を保持している。昭和49年4月17日指定。
86 北野町獅子舞

江戸時代に将軍、大名などが乗った御座船の10分の１の模型。奉納例は全国

的にも珍しい。平成15年8月21日指定。

84 日永つんつく踊り
古くから日永地区に伝わる郷土色豊かな踊り。毎年8月の第2土曜・日曜日の2

日間行われる。昭和31年2月18日指定。

85 お諏訪おどり
毎年7月31日に足見田神社で奉納される水祭り。起源は足見田神社由緒によ

ると、享保5年（1720）。昭和48年1月17日指定。

83 奉納御座船模型

「2人立ち」獅子舞の獅子頭として通有の形態をしている。舌裏に永正6年

（1509）の墨書銘がある。平成5年5月10日指定。

81 算額

江戸時代。絵馬の一種で、和算学者が数学の新しい問題や解法を得た際に額

に表して奉納したもので、寛政2年(1790県内最古）、天保15年(1844)、文久3

年(1864）の3面がある。平成11年9月28日指定。

82 四日市蕉風連中奉納歌仙額
江戸時代。巻末に「元文三年（1738）正月」の墨書銘があり、一二吟歌仙一巻

に収める。平成13年7月19日指定。

80 椿岸神社獅子頭

四日市萬古焼
伝統的技術・技法の手ろくろ成形・押型成形・手びねり成形・素地模様付け・

上絵付けを指定。平成5年8月3日指定・認定。

78 四日市萬古焼（手ろくろ成形）
手ろくろ成形において非常に優れた技術・技法を習得し、かつ後継者育成に

大変貢献している。平成5年8月3日指定・認定。

無

形

文

化

財

工

芸

技

術

77

74
茶臼山古墳群出土品（須恵器群・埴輪

群）

古墳時代。平成5年に行った4号墳の発掘調査と平成9年の1号墳の発掘調査

で検出した須恵器群・埴輪群32点。平成18年2月23日指定。

75
御池古墳群出土品（装飾須恵器・特殊

須恵器）

古墳時代。平成3年に行った発掘調査で検出した装飾須恵器と特殊須恵器5

点。須恵器有蓋三足壺・須恵器装飾付壺などがある。平成18年2月23日指

定。

76
装飾須恵器　台付三連壺（北中寺遺跡

出土）

古墳時代。平成4年に行った発掘調査で検出した台付三連壺。器高38.8cm。6

世紀前半頃のものと考えられる。平成18年2月23日指定。

羽津・阿倉川土地紛争の判決文書
江戸時代。縦190.8㎝、横215.5㎝。寛延3年（1750）に羽津・阿倉川村で起

こった地境紛争の際の判決文書。昭和31年2月18日指定。

72 四日市宿本陣清水家文書
江戸時代～昭和初期。四日市宿の一番本陣を務めた清水太兵衛家に関わる

文書群843点。平成19年8月16日指定。

70 井島文庫

江戸時代。天春家所蔵の古文書。土地・貢祖・宗門・証文・新田開発など300

点の史料がある。昭和39年5月28日指定。

工

芸

品

65 志野焼狛犬
志氐神社の社宝。約300年前の製作と推定されている。昭和31年2月18日指

定。

66

中部地区

個人

江戸時代中期。いずれも古萬古の作例である。昭和55年6月25日指定。

六名町古文書
書

跡

63 木造阿弥陀如来坐像

平安時代後期。遠生寺本尊で木造寄木造、彫眼。布貼錆漆地に後補の金泥、

漆箔が施されている。像高88.2㎝。本像は亀山市の陰涼寺が移建された本尊

と伝える。平成29年3月22日指定。

68 水沢・堂ヶ山野境紛争の判決文書
江戸時代。縦250㎝、横340㎝。宝暦年中（1751～1764）に水沢・堂ヶ山村で

起こった野境紛争の際の判決文書。昭和34年3月25日指定。

64 木造薬師如来坐像

鎌倉時代初期。遠生寺薬師堂の本尊、一木割矧造で、玉眼。近年に彩色が施

される。像高51.5㎝。本像は亀山市の陰涼寺が移建されたと伝える。平成29

年3月22日指定。

67

62 十一面観音菩薩立像

平安時代後期。木造桧材寄木造で、金泥が残るが、元は漆箔を施していたと

考えられる。本像も万松寺より移座したものと伝える。像高104.3㎝。平成16年

8月19日指定。

江戸時代。当時の六名村の古文書。土地台帳、検見・貢租・宗門・普請関係な

どの史料がある。昭和34年3月25日指定。

79 日永うちわの製作技術
日永うちわの製作技術において貴重な伝統製作技法を習得し、かつ後継者育

成に力を入れている。平成30年3月22日指定・認定。

71 古文書

73 志氐神社古墳出土品
古墳時代。嘉永5年（1852）3月に発見。出土品には車輪石・勾玉・管玉・小

玉・内行花文鏡（断片）がある。昭和31年2月18日指定。

江戸時代。井島家所蔵の検地・貢租・廻船・絵図・地図など。昭和35年3月28

指定。昭和60年1月19日追加指定。

種別

彫

刻

有

形

文

化

財

69

無

形

民

俗

文

化

財

古

文

書

有

形

考

古

資

料
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№ 名称 所在地・所有者（管理者） 概要及び指定年月日

三重地区・西坂部町

御館獅子舞保存会

保々地区・市場町

市場町獅子舞保存会

中部地区・元町

奴会

桜地区・智積町

椿岸神社獅子舞保存会

塩浜地区・大字塩浜

磯津鯨船保存会

大矢知地区・垂坂町

立阪神社獅子保存会

三重地区・生桑町

四日市市生桑町自治会

楠地区・楠町南五味塚

南楠鯨船保存会

中部地区・中浜田町、南浜田町

四日市祭浜田大山車の舞獅

子保存連合会

中部地区・南浜田町

南浜田町自治会

97
富田の石取祭（北村石取祭・茂福石取

祭・富田西町石取祭）

富田地区・南富田町、大字茂

福、茂福町、東茂福町、富田

三丁目、富田四丁目

若宮八幡神社北村石取り祭

車保存会・茂福祭車保存会・

富田西町連合自治会

富田地区では、北村・茂福・富田西町で石取祭が行われている。これらは地域

の伝統的な祭礼行事を踏まえて石取祭車を採用し、それを祭りの中心として独

特な民俗を今に伝えており、桑名では見られない特色ある伝統が存在してい

る。富田3町の石取祭は、桑名から波及した石取祭が、周辺地域でどのように

民俗的な展開をみせたかを知る一例としても貴重な存在である。平成23年1月

13日指定。

羽津地区・大宮町

志氐神社

羽津地区・南いかるが町

四日市市

中部地区・鵜の森一丁目

四日市市

下野地区・北山町

安乗寺

（北山町自治会）

富洲原地区・松原町

聖武天皇社

羽津地区・羽津山町

四日市市

中部地区・北町

建福寺

富田地区・茂福町

四日市市

富田地区・東富田町

富田文化財保存会

水沢地区・水沢町

四日市市

（冠山茶の木原保存会）

小山田地区・堂ヶ山町

神明社氏子総代

桜地区・桜町

個人

内部地区・南小松町

中山寺

105 茂福城跡
室町時代。平維茂の子孫平貞冬が越前国朝倉より来て築城。近鉄名古屋線

の東側の一部が保存されている。昭和49年10月23日指定。

106 富田一本松
樹齢700年。昔伊勢湾を航行する船がこの松を目印にした。伊勢湾台風以降

衰弱枯死した。現在は2代目が育っている。昭和49年10月23日指定。

水沢地区の製茶の発祥地であり、延喜年間（901～922）に地元の僧が唐伝来

の茶の木を植えて栽培したのが始まり。昭和56年3月26日指定。

天

然

記

念

物

108 大樟
樹齢800年。根まわり約21ｍ、樹高約24ｍ、樹冠は東西約37ｍ、南北約25ｍ。

四日市最大の樟の木。昭和34年3月25日指定。

109

110 中山寺のモッコク
暖地に分布する常緑の樹木で、根元周囲6.9m、胸高周囲3.8m、樹高13.2m。

樹齢は300年を超える古木、大径木。平成26年8月5日指定。

桜町シデコブシ群落
モクレン科の一種で、非常に分布範囲の限られた植物。幼木と、樹高4ｍの成

木が20数株群生。昭和57年2月16日指定。

103 羽津城跡
室町時代。応永年間（1394～1428）に田原美作守盛宗が築城。城跡は現在

公園として活用。昭和31年2月18日指定。

104 泗水の井戸
四日市陣屋を中心にあった水質・水流ともに豊かな4つの井戸のうちの一つ。

井戸は石のくりぬき。昭和35年3月28日指定。

107 冠山茶の木原

室町時代。文明2年（1470）に田原美作守忠秀が築城。指定地外の城跡の一

部は鵜の森公園として活用。昭和30年3月30日指定。

101 経塚公園
公園内には、経塚と樹齢数百年を数える桧の大樹と安政6年（1859）に安置さ

れた石地蔵などがある。昭和31年2月18日指定。

102 万葉史跡と聖武天皇社
安貞元年（1227）にここを朝明頓宮跡として神社が創建されたものと伝えられ

ている。昭和31年2月18日指定。

記

念

物

史

跡

98 志氐神社古墳
古墳時代。北勢地方屈指の前方後円墳。前方部は破壊され、現在後円部の

みが保存されている。昭和30年3月30日指定。

99 大膳寺跡
平安時代。比叡山延暦寺中興の慈恵大師の直弟子である覚鎮がいかるが山

の麓に建立した平地の寺院。昭和30年3月30日指定。

100 浜田城跡

95 浜田大山車の舞獅子
箕田流獅子舞の流れを汲み、戦前の諏訪神社の祭礼である四日市祭に出て

いた大山車の伝統を伝えている。平成20年7月24日指定。

96 富士の巻狩り
地域の故事に関わり無く古典に採題したもの。諏訪神社の祭礼に奉納される練

り物の一つで、近世都市祭礼における「風流」を示す。平成22年3月4日指定。

箕田流獅子舞の流れを汲み、激しい動きの獅子舞である。花の舞で手鞠を指

定するのは他に見られない演技もある。平成10年7月27日指定。

93 生桑長松神社の大鏡餅神事
特殊な形状の大鏡餅を奉納して新年の祝いと一年の無事を祈る神事。平成14

年8月29日指定。

94 南楠鯨船行事
鯨船が出されるようになったのは、明治頃といわれる。祭礼の中心となるのは南

御見束神社で、鯨船は「龍神丸」と呼ばれる。平成8年8月29日指定。

92 立阪神社獅子舞

戦前は久六町の上りと比丘尼町の下りがあったが、現在では比丘尼町（現・元

町）のみが残っている。平成4年6月30日指定。

90 椿岸神社獅子舞
一時途絶えていたのが、戦後復活された「鳥差しの舞」という他所に見られない

舞が伝承されている。平成4年6月30日指定。

91 磯津の鯨船行事
鯨船本体などを旧東袋町から購入し、大正9年（1920）から塩崎神社の祭礼と

して演じられている。平成7年6月30日指定。

89 大名行列

87 御館獅子舞 椿山本流の直伝で、古式をよく伝えている。昭和49年4月17日指定。

88 市場町獅子舞
豊年の祈願として市場町に伝わる箕田流の獅子舞で、毎年10月9日の殖栗神

社祭礼で演舞される。昭和49年4月17日指定。

種別

無

形

民

俗

文

化

財

 

 

◆文化財保護法で指定・登録されている文化財（国登録文化財） 

№ 名称 所在地・所有者（管理者） 概要及び指定年月日

富洲原地区・富州原町

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
111 旧東洋紡績株式会社富田工場原綿倉庫

大正6年に建築された東洋紡績富田工場の原綿倉庫。国土の歴史的景観に寄与し

ている近代建築。平成12年4月28日登録。

種別

建

造

物

登

録

有

形

文

化

財
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№ 名称 所在地・所有者（管理者） 概要及び指定年月日

中部地区・諏訪栄町

四日市市

113 宮﨑本店事務所

宮﨑本店は古くから続く酒造業の老舗。木造2階建の事務所は、2階外壁の一部を

タイル張りとする洋風建築で、正面妻壁上部のモチーフに特徴がある。平成8年12

月20日登録。

114 宮﨑本店貯蔵庫Ａ棟
切妻造の重厚な構えになる大型の倉庫。他の倉庫群と異なり、腰下羽目板張りで、

上部は下見板張りとなっている。平成8年12月20日登録。

115 宮﨑本店第４倉庫
3連の大型倉庫で元は酒蔵として造られたといわれる。整然とした外観は、酒造倉

庫群の景観を引き立てている。平成8年12月20日登録。

116 宮﨑本店第８倉庫
外壁は土壁であるが、現在は亜鉛引き鉄板で覆われている。平成8年12月20日登

録。

117 宮﨑本店貯蔵庫
並列する2棟の倉庫をＨ型に連結した形式になり、各面に庇が取り付く。茶色の煉瓦

造の煙突が付属している。平成8年12月20日登録。

118 旧伊藤伝七別邸玄関棟

中部地区・高砂町

株式会社日本伝統ビューロー

東洋紡績を創業した伊藤伝七の別邸を利用して、明治39年に開業した料亭。木造

2階建、入母屋造及び寄棟造などとし、桟瓦を葺く。東面する大型の車寄を構えた

玄関棟を南側に構え、2階は海に望む座敷を配する棟を置く。明治期の四日市港の

繁栄を伝える建築。平成22年9月10日登録。

119 旧伊藤伝七別邸さつき棟
中部地区・高砂町

株式会社日本伝統ビューロー

木造平屋建。切妻造桟瓦葺で琵琶棚付のトコやトコ脇、付書院を設け、長押に半割

丸太を用いるなど、瀟洒な意匠を持つ。開放的なつくりの離れ座敷である。平成22

年9月10日登録。

120 アミカン本社事務所

寛政6年（1794）創業で、明治31年に我が国初の手動式製網機を開発し、漁網の工

業生産と販売を行った。正門・煉瓦塀と共に昭和初めに建造された事務所は、木骨

コンクリート造2階建塔屋付で、外壁はスクラッチタイル貼とモルタル洗出しとし、縦

長窓を連続的に配置する。大小の矩形を取り混ぜた変化のある立面意匠をもつ。平

成22年9月10日登録。

121 アミカン本社正門
敷地西辺の中央南寄りに、やや後退して建ち、南北に煉瓦塀を延ばす。門柱はコン

クリート造、洗出し仕上げで頂部をドーム状につくる。平成22年9月10日登録。

122 アミカン本社煉瓦塀

敷地西面に建ち、本館正面に構えた正門の両側に折れ曲がりに延びる。煉瓦葺で

柱型の各間を長手積煉瓦で充たし、頂部は柱と同幅の臥梁形に積んだ煉瓦で繋

ぐ。重厚な外観で、近代産業による発展の面影を伝える。平成22年9月10日登録。

123 誓元寺光雲殿(旧常磐尋常高等小学校奉安殿)

切石積基壇上に建つ鉄筋コンクリート造平屋建。四隅に柱型を造り出し、正面に切

妻破風を飾る持送り庇を突出する。外壁はモルタル洗い出し。簡明な意匠でまとめ

られたRC造奉安殿として、造形の規範となっている。平成23年7月25日登録。

124 誓元寺鐘楼

高い玉石の亀甲積基壇上に建つ。方一間吹放ちとする。入母屋造桟瓦葺。高度な

石積技術や堅実な木工技能がみられ、造形の規範となっている。平成23年7月25日

登録。

125 誓元寺山門
四脚門で、両脇に袖塀を付け、潜りを設ける。切妻造本瓦葺。本格的な仕様で、風

格ある伽藍正面をつくる。平成23年7月25日登録。

126 森家住宅主屋

明治前期。入母屋造妻入、桟瓦葺で、間口16m。正面に大戸口を設けて通土間を

通し、北側に二列居室を設け、さらに入母屋造の角屋を出して小座敷を造る妻入大

型民家である。平成24年8月13日登録。

127 森家住宅土蔵
明治前期。桁行6m、梁間4.1m、切妻造桟瓦葺で、南面中央に出入口を設けた明治

期の町家の面影を残した蔵である。平成24年8月13日登録。

128 石川酒造主屋
明治24年建築、木造平屋一部二階建、入母屋造桟瓦葺。造酒屋の表構えを構成

する重厚な主屋。平成25年3月29日登録。

129 石川酒造西の座敷
明治31年建築、木造平屋建、東面切妻造西面入母屋造桟瓦葺。透彫欄間を入れ

た接客用の良質な和風建築である。　平成25年3月29日登録。

130 石川酒造南文庫蔵
明治後期。土蔵造二階建、桁行7.2m梁間5.8m、切妻造桟瓦葺。東面に下屋を設

け、出入口を2ケ所開ける。平成25年3月29日登録。

131 石川酒造北文庫蔵
昭和前期。土蔵造二階建、桁行6.6m梁間4.7m、切妻造桟瓦葺。東面に出入口を開

け、下屋を設ける。平成25年3月29日登録。

桜地区・桜町

石川酒造株式会社

133 石川酒造旧米庫
明治中期。土蔵造平屋建、桁行7.3m梁間5.5m、切妻造桟瓦葺。西面を吹放しと

し、戸口を人造石研出しと黒漆喰で縁取る。平成25年3月29日登録。

134 石川酒造納屋
明治中期。木造二階建、桁行13.7m梁間4.6m、切妻造桟瓦葺。西面北寄りを吹放

し、北面に小部屋を付設する。平成25年3月29日登録。

135 石川酒造大蔵
大正5年建築、土蔵造二階建、桁行32.8m梁間14.6m、切妻造桟瓦葺で南面を蔵前

とする。雄大な規模を持つ土蔵である。平成25年3月29日登録。

136 石川酒造釜場

明治後期。木造平屋一部二階建、桁行18.2m梁間9.1m、切妻造桟瓦葺。大棟北寄

りに換気用の越屋根を設ける。洗米や蒸し米などの酒造行程を担う大型の醸造施設

である。平成25年3月29日登録。

137 石川酒造槽場
明治後期。土蔵造二階建、切妻造桟瓦葺。東面の下屋で釜場と接続する。外壁は

軒下まで簓子下見板張で覆い、小屋は登り梁形式とする。平成25年3月29日登録。

138 石川酒造壜詰場

明治後期。土蔵造二階建、桁行21.8m梁間10.9m、切妻造桟瓦葺。東面に下屋を

設け、釜場などとつなぐ。外壁は上下階に庇付きの小窓を等間隔に穿つ。平成25年

3月29日登録。

139 石川酒造貯蔵庫及び事務所
明治後期。土蔵造二階建、切妻造桟瓦葺。東面に下屋を設ける。事務所はもと検査

場で、北側を貯蔵庫とし、各々に出入口を開ける。平成25年3月29日登録。

140 石川酒造井戸屋形
明治後期。木造、切妻造桟瓦葺。四本柱を1辺2.6mで内転びに立て、上部を貫と桁

梁で固め、内部は吹放しとする。平成25年3月29日登録。

141 石川酒造自噴井戸

大正5年建築、中央に切石組の井戸枠を据える。煉瓦造の貯水槽の北側に、角柱

状のコンクリート造の高い貯水槽を建て、それをコの字形に囲うように低位の貯水槽

を設ける。平成25年3月29日登録。

142 石川酒造西土塀

明治後期。木造、高さ3.1m延長19m、切妻造桟瓦葺。外側の壁は漆喰塗で腰高に

簓子下見板を張り、内側は杉皮張りとし、各柱の腕木で桁を支持する。平成25年3

月29日登録。

昭和4年、昭和天皇御大典記念事業として四日市の事業家、熊沢一衛氏が寄付し

たもの。平成15年1月31日登録。

富田地区・富田浜元町

アミカン株式会社

明治中期。桁行14.6m梁間5.5m、切妻造桟瓦葺。西面に下屋を設け、戸口を人造

石研出しと黒漆喰で縁取る。平成25年3月29日登録。

112

楠地区・楠町南五味塚

株式会社宮﨑本店

常磐地区・赤堀二丁目

誓元寺

羽津地区・羽津町

個人

桜地区・桜町

石川酒造株式会社

桜地区・桜町

個人

桜地区・桜町

石川酒造株式会社

建

造

物

旧四日市市立図書館

桜地区・桜町

個人

132 石川酒造旧精米場

種別

登

録

有

形

文

化

財

 

 

 
48



№ 名称 所在地・所有者（管理者） 概要及び指定年月日

143 旧平田家住宅主屋
明治３年頃。切妻造桟瓦屋根の周囲に下屋を廻らし、正面に入母屋造の式台を構

える。旧家らしい雄大な佇まいを見せる大型の住宅。平成２７年１１月１７日登録。

144 旧平田家住宅書院

明治１７年頃。屋根は入母屋造桟瓦葺で周囲に下屋を廻す。平面は１５畳書院と１０

畳次の間を並べ縁を廻らす。随所に屋久杉や春日杉などの良材を用いる。平成２７

年１１月１７日登録。

145 旧平田家住宅米蔵

明治２０年頃。土蔵造で鉢巻を廻らし、屋根は切妻造桟瓦葺で西面と南面に下屋を

付す。内部は南北に二分し、小屋は登梁形式をトラス組で補強する。平成２７年１１

月１７日登録。

146 旧平田家住宅東蔵
大正期。桁行二間半、梁間二間、土蔵造二階建で東西棟の屋根を切妻造桟瓦葺と

しね南面の出入口に庇を付す。平成２７年１１月１７日登録。

147 旧平田家住宅西蔵

大正期。土蔵造二階建で、桁行八間半梁間三間半の長大な土蔵で、屋根は切妻

造桟瓦葺である。花崗岩亀甲積の基礎の上に建ち、主屋側の腰壁を海鼠壁とする。

平成２７年１１月１７日登録。

148 旧平田家住宅門柱

大正１２年頃。花崗岩製の門柱。間口３．２ｍ、左右脇門付で本柱２本と脇柱２本から

なり、本柱は高さ４．０ｍ、脇柱は高さ２．８ｍで、いずれも基礎と柱身、柱頭よりなる。

平成２７年１１月１７日登録。

149 旧平田家住宅中門及び塀

明治１８年頃。主屋の式台脇から女中部屋に伸び、中門は中央に位置する医薬門

で、屋根は切妻造桟瓦葺。塀は総延長１３ｍで、屋根は切妻造桟瓦葺で、壁は真壁

漆喰塗である。平成２７年１１月１７日登録。

150 三重郷土資料館（旧三重村役場書庫）
三重地区・東坂部町

三重地区連合自治会

大正5年に建築された旧三重郡三重村役場書庫。木造土蔵造り2階建、日本瓦葺、

鬼瓦には「三重」の文字を入れ、役場の歴史を今日に伝える。昭和51年現在地に移

築。平成２８年１１月２９日登録。

建

造

物

登

録

有

形

文

化

財

八郷地区・千代田町

個人

種別

 

 

◆（旧）重要美術品等ノ保存ニ関スル法律で認定されている文化財（国認定文化財） 

№ 名称 所在地・所有者（管理者） 概要及び認定年月日

中部地区・安島二丁目

四日市市（四日市市文化会館）

2 金銀泥絵料紙墨書御陽成天皇宸翰 中部地区・中納屋町
縦93.2cm、横32.6cm。「光陰空莫亘」の文字が書かれている。昭和

17年12月16日認定。

絹本着色山水図　岡田半江筆

　天保辛丑秋月
3

中部地区

個人（四日市市立博物館）
昭和9年７月31日認定。

書　跡

絵　画

種別

1 陶製灯籠

江戸時代。高さ174㎝、上笠の径50㎝。沼波弄山の萬古焼が途絶

えた後、竹川竹斎が再興した射和萬古で、薄緑色の釉薬が流れ、

風雅な姿を保つ。竿の正面に「竹川彦三郎政悌」、裏面に「奉納 万

延元年庚申年十月 射和萬古製」の彫銘。昭和10年12月18日認

定。昭和57年4月27日三重県有形文化財(工芸品)指定。

工芸品

 
 

注１. 指定文化財の所有者(管理者)は、指定書にしたがったが、一部変更されているものもある。 

 ２. 文化財保護法で指定を受けている文化財（国指定文化財）のうち、地域を定めず指定されている特別天然記念物カモシカ・天然記念物

コクガンは表中には入れていない。 

 ３. (旧)重要美術品等ノ保存二関スル法律(昭8年4月1日 法律第43号）は、文化財保護法(昭和25年5月30日 法律第214号)の制定に伴い、

同法附則第114条で廃止されている。ただ、同法附則第116条の規定により、同法施行の際現に(旧)重要美術品等ノ保存二関する法律第

２条第１項の規定により認定されている物件については「同法は当分の間、なお効力を存する。」とされている。 

 ４. 指定文化財・登録文化財は、いずれも平成30年3月31日現在のものである。  
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文化財見学者数の推移 

 

○ユネスコ無形文化遺産・国指定無形民俗文化財「鳥出神社の鯨船行事」（富田の鯨船） 

見学と体験ツアー参加者数 

Ｈ28 年度（2016） 22 人 

Ｈ29 年度（2017） 49 人 

Ｈ30 年度（2018） 45 人 

 

○国指定史跡「久留倍官衙遺跡」関連事業参加者数 

 

 

○国指定史跡「久留倍官衙遺跡」 「くるべ古代歴史館」入館者数（H30.3.25 オープン） 

年度 月 入館者数 

Ｈ29 年度（2017） 3 月 789 名 

Ｈ30 年度（2018） 4 月～9月 3,718 名 

 

○市指定有形文化財「旧四日市市役所四郷出張所（四郷村役場）」（四郷郷土資料館）入館者数 

 

・四郷ふるさとの道ウォーキング…旧四郷出張所周辺地域の歴史的景観や自然をめぐり、地

元と連携して行うイベント 

 〔参加者数〕Ｈ28 年度：150 人、Ｈ30年度：116 人（Ｈ29年度は台風により中止） 

 

○国指定天然記念物「御池沼沢植物群落」西部指定地 入場者数 

 

年度 来場者数 開催事業

H25（2013） 178人 久留倍遺跡まつり、発掘調査現地説明会

H26（2014） 174人 久留倍遺跡まつり

H27（2015） 330人 久留倍遺跡まつり、三重テラスシンポジウム

H28（2016） 350人 久留倍遺跡まつり

H29（2017） 562人 久留倍遺跡まつり、明和町斎宮跡連携事業シンポジウム

H24年度 1,364

H25年度 1,063

H26年度 1,879

H27年度 2,525

H28年度 2,204

H29年度 2,351

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017
H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

人・団体 221 248 170 221 268 223 194 197
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■四日市港の概要 
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0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000 70,000

2013年 

2014年 

2015年 

2016年 

2017年 

3,997  

3,781  

4,768  

4,217  

3,805  

37,775  

37,793  

37,479  

36,292  

35,365  

14,608  

15,011  

15,217  

15,376  

13,764  

5,154  

5,297  

5,500  

5,478  

6,076  

輸出 輸入 移出 移入 

61,363 

61,534 

61,882 

62,963 

59,011 

 

 ○四日市港の総取扱貨物量の推移 

（千トン） 

○2017 年輸移出入別上位品種状況 
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○外貨コンテナ貨物量の推移 

（TEU） 

○2017 年外貨コンテナ貨物の取扱状況 

単位：TEU 

単位：TEU 
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H２０ H２１ H２２ H２３ H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９

36,387 35,030 36,661 34,041 36,843 36,686 35,012 35,008 43,899 48,895

ポートビル展望展示室見学者数の推移（単位：人）

55



■耐震支援制度の概要

事業内容 要件 補助額

昭和５６年５月以前に建築された木造住宅に対し、無料で
耐震診断を行う。

申込者負担なし

耐震診断の結果、評点1.0以下の住宅が耐震補強工事等
を行う場合の補強計画（設計）費用に対し補助を行う。

補強計画費の２／３以内を補助
（上限１６万円）
（準耐震の場合は上限１０万円）

耐震診断の結果、評点が0.7未満の住宅を、補強計画に基
づき評点1.0以上とする補強工事に対し補助を行う。

住戸の個数が1haあたり10戸以上の区域に限る

次の①②を合計した金額を補助
①工事費の２／３（上限６０万円）
②工事費の１１．５％（上限４１．１万円）
　※同時にリフォームを行う場合、リフォーム費の１
／３以内（上限２０万円）の上乗せあり

耐震診断の結果、評点が0.7以上1.0の住宅を、補強計画に
基づき評点1.0以上とする補強工事に対し補助を行う。

住戸の個数が1haあたり10戸以上の区域に限る 工事費の２／３以内の額（上限３０万円）

耐震診断の結果、評点が0.7未満の住宅を、補強計画に基
づき準耐震とする補強工事に対し補助を行う。
　※準耐震：地盤・基礎を除いた評点1.0以上
　　　　　　　　（または階数が2以上の住宅の1階部分の評点を1.0以上）

住戸の個数が1haあたり10戸以上の区域に限る 工事費の２／３以内の額（上限３０万円）

除却
耐震診断の結果、評点が0.7未満の住宅の除却工事に対し
補助を行う。

・住戸の個数が1haあたり10戸以上の区域に限る
・隣地または道路の境界より、平屋建ての場合は2m、2階建ての場合は4m以
内にある建物に限る

工事費の２３％以内の額（上限４０万円）

耐震診断の結果、評点が0.7未満の住宅に耐震シェルター
を設置する工事に係る費用に対し補助を行う。

対象住宅に現に居住し（本市の住民基本台帳に記録されている）、次の①②
のいずれかに該当する場合に限る
　　①６５歳以上の者のみの世帯
　　②身体障害者手帳（１級～３級）の交付があるものが居住

工事費（上限２５万円）

防災診断員がひとり暮らし高齢者宅等を対象に防災診断
を行った結果、家具固定が必要とされたものに対し無料で
家具固を行う。（３箇所まで）

ひとり暮らし高齢者宅等：下記のいずれかに該当
　　①６５歳以上の単身または夫婦合計１３０歳以上の世帯
　　②身体障害者手帳または療育手帳の交付を受けている者のみの世帯

申込者負担なし

第１次緊急輸送道路沿いで耐震診断が義務付けられた建
築物の耐震診断費用に対し補助を行う。

・昭和56年5月31日以前に新築の工事に着手した建築物
・高さＬ／2（Ｌ＞12ｍ）又は高さ6ｍ（Ｌ≦12ｍ）　Ｌ：前面道路幅員
　※その他要件有り

面積等による

第１次緊急輸送道路沿いで耐震診断が義務付けられた建
築物の補強計画（設計）費用に対し補助を行う。

・昭和56年5月31日以前に新築の工事に着手した建築物
・高さＬ／2（Ｌ＞12ｍ）又は高さ6ｍ（Ｌ≦12ｍ）　Ｌ：前面道路幅員
　※その他要件有り

面積等による

制度名

木造住宅無料耐震診断

木造住宅補強計画（設計）費補助

耐震診断義務化沿道建築物
耐震診断補助

耐震診断義務化沿道建築物
補強計画（設計）費補助

耐震シェルター設置事業補助

ひとり暮らし高齢者宅等家具固定事業

木造住宅補強工事等補助

補強
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火災発生状況比較 【単位：件】

年　別

区　分

火災件数 52,394 51,124 46,620 50,006 44,189 48,095 43,741 39,111 36,831 39,373

出火率 4.1 4.0 3.7 3.9 3.5 3.8 3.4 3.1 2.9 3.1

火災件数 829 863 771 847 714 843 797 604 654 634

出火率 4.5 4.6 4.2 4.6 3.9 4.5 4.3 3.2 3.5 3.4

火災件数 111 119 122 124 136 94 111 85 105 93

出火率 3.3 3.5 3.6 3.7 4.0 2.8 3.3 2.5 3.1 2.8

火災件数 99 109 109 113 122 83 102 77 100 90

出火率 3.2 3.5 3.5 3.6 3.9 2.6 3.3 2.5 3.2 2.9

出火件数
人　口

救急発生状況比較 【単位：件】

年　別

区　分

救急件数 5,097,094 5,122,226 5,463,682 5,707,655 5,802,455 5,909,367 5,984,921 6,054,815 6,209,964 未確定

発生率 399.3 401.2 427 446.1 453.5 461.8 468 477 489 未確定

救急件数 72,553 73,963 78,971 83,223 87,076 90,560 89,277 90,593 91,492 未確定

発生率 388.6 396.2 425.8 448.7 473.1 488.3 481 499 504 未確定

救急件数 12,499 12,109 13,322 13,567 14,088 14,442 14,307 14,413 14,307 14,444

発生率 372.4 358.3 394.2 401.3 416.8 435 423 427 423 428

救急件数 11,785 11,317 12,530 12,689 13,170 13,581 13,353 13,543 13,435 13,547

発生率 375.7 359.3 398.4 403.4 418.8 433 426 433 430 434

救急件数
人　口

平成23年中 平成24年中

出火率＝ ×10,000

（人口１万人あたりの発生件数）

平成25年中 平成26年中 平成27年中 平成28年中 平成29年中平成20年中 平成21年中

全　　国

四日市市

平成22年中

四日市市
(朝日町、
川越町含）

三 重 県

平成25年中 平成26年中 平成27年中 平成28年中 平成29年中平成20年中 平成21年中 平成22年中 平成23年中 平成24年中

発生率＝ ×10,000

（人口１万人あたりの発生件数）

全　　国

三 重 県

四日市市
(朝日町、
川越町含）

四日市市
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子育て関連施設の利用状況 
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1,113  1,161  1,249  1,382  1,493  1,639  1,785  1,963  
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学童保育所の利用状況 

年間平均児童数 施設数 
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1.40  
1.42  1.47  

1.51  
1.53  

1.54  

1.50  

1.53  

1.50  

1.38  

1.40  

1.51  

1.47  1.47  
1.49  

1.45  

1.56  

1.51  

1.37 1.37 
1.39 1.39 

1.41 
1.43 

1.42 

1.45 
1.44 

1.25

1.30

1.35

1.40

1.45

1.50

1.55

1.60

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

（人） 

合計特殊出生率 

四日市市 

三重県 

全国 
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（施設数） 

（年度） 

子育て関連施設数の推移 

認可保育所等（※） 幼稚園（公立、私立） 

病児保育室 子育て支援センター 

学童保育所 放課後等デイサービス事業所 
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ワーク・ライフ・バランスに関するデータ 

 

１．ワーク・ライフ・バランス実現度（市民） 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         ※平成 29 年度男女共同参画に関する市民意識調査より 

          調査対象：四日市市に居住する満 18歳以上の住民（無作為抽出） 

                3,000 件のうち有効回収数 1,269 件 

 

２．仕事と家庭の両立支援の取組状況（企業） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

      ※平成 29 年度雇用実態調査より 

          調査対象：市内 1500 事業所（従業員 30 人以上はすべて、それ以    

               外は従業員数 5名以上の事業所より無作為抽出） 

               有効回答 555 社 

32.4

33.2

31.3

3.6

4.8

2.2

15.9

14.4

17.7

28.4

25.4

32.4

9.4

10.5

8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

実現できている

もっと仕事を優先したい

もっと家庭生活を優先したい

もっと個人の生活（地域活動・学習・趣味・付き合い等）を優先したい

その他

13.2  52.0  22.5  12.3  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

積極的に取り組んでいる 

ある程度取り組んでいる 

あまり取り組んでいない 

取り組んでいない 
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総合事業における住民主体サービス利用者数

単位：人

年度 訪問型サービス 通所型サービス 計

H29 100 227 327

H30 137 267 404

※H29年度は3月分サービス利用者数、H30年度は9月分サービス利用者数

100 
137 
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267 

327 

404 

0
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H29 H30

総合事業における住民主体サービス利用者数 
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認知症サポーター養成講座　受講者数

単位：人

講座開催年度 受講者数累計

H18 1,127

H19 2,157

H20 3,863

H21 5,638

H22 7,367

H23 10,578

H24 12,490

H25 14,190

H26 15,197

H27 16,967

H28 18,810

H29 21,395

H30 22,448

※各年度末現在。ただし、平成３０年度は８月３１日現在。

1,127 
2,157 

3,863 

5,638 

7,367 

10,578 

12,490 

14,190 
15,197 

16,967 

18,810 

21,395 
22,448 

0
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10,000
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20,000

25,000

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

認知症サポーター養成講座 受講者数 
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障害者手帳交付者の推移

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30
身体障害者 10,206 10,368 10,575 10,555 10,683 10,849 10,770 10,726 10,547 10,436
知的障害者 1,706 1,775 1,813 1,867 1,939 2,023 2,080 2,164 2,372 2,488
精神障害者 1,117 1,174 1,292 1,381 1,526 1,688 1,806 1,904 2,135 2,343

10,206 
10,368 10,575 10,555 10,683 10,849 10,770 10,726 10,547 10,436 

1,706 1,775 1,813 1,867 1,939 2,023 2,080 2,164 
2,372 

2,488 

1,117 1,174 1,292 1,381 1,526 
1,688 1,806 1,904 2,135 

2,343 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

身体障害者 

知的障害者 

精神障害者 
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グループホーム数と利用者数の推移

Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29
利用者数 118 135 146 169 184 194 215 209 229

118 
135 

146 

169 
184 

194 215 
209 

229 

0

50

100

150

200

250

Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 

利用者数 

利用者数 
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四日市市における死亡場所の推移（平成20年～平成28年）

H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年

医療機関 77.4% 76.6% 73.2% 73.3% 69.6% 69.4% 69.7% 67.6% 67.5%

老人ホーム等 6.3% 7.4% 6.9% 7.8% 9.0% 10.2% 10.2% 11.6% 11.7%

自宅 13.7% 13.8% 17.6% 15.6% 18.5% 18.1% 17.8% 18.1% 18.0%

その他 2.6% 2.1% 2.2% 3.2% 2.8% 2.4% 2.3% 2.7% 2.8%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 

医療機関 

老人ホーム等 

自宅 

その他 
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 主要死因別の死亡数・年齢調整死亡率（人口 10 万対）・死亡総数に対する割合（平成 28 年） 

 

※厚生労働省 人口動態 

差引増減 対前年比

（平28－平27） （平27＝１００）

全死因 2,986 3,091 △ 105 363.0 388.2 93.5 100.0 100.0
悪性新生物 828 902 △ 74 116.8 131.4 88.9 27.7 29.2
心疾患 469 450 19 55.5 50.8 109.3 15.7 14.6
脳血管疾患 243 240 3 28.3 27.5 102.9 8.1 7.8
肺炎 256 257 △ 1 25.1 26.1 96.2 8.6 8.3

不慮の事故 94 109 △ 15 13.4 16.5 81.2 3.1 3.5

慢性閉塞性肺疾患 36 27 9 3.6 3.0 120.0 1.2 0.9
老衰 249 286 △ 37 17.7 21.2 83.5 8.3 9.3
腎不全 77 58 19 7.7 6.4 120.3 2.6 1.9
大動脈瘤及び解離 47 40 7 5.7 5.2 109.6 1.6 1.3
肝疾患 36 32 4 5.7 5.3 107.5 1.2 1.0
糖尿病 32 51 △ 19 3.6 7.2 50.0 1.1 1.6
喘息 4 7 △ 3 0.3 0.7 42.9 0.1 0.2
高血圧疾患 19 12 7 1.8 1.0 180.0 0.6 0.4
結核 6 3 3 0.5 0.3 166.7 0.2 0.1

死亡数 年齢調整死亡率 死亡総数に対する割合

平成28年 平成27年 平成28年 平成27年 平成28年 平成27年
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男女共同参画センター　女性相談

年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

相談件数 1,796 2,146 1,957 2,434 3,763 3,594 3,485 3,355 3,752 2,801

（実人数） 417 399 400 639 559 547 661 716 666 625

ＤＶ件数 522 1,328 1,121 869 2,127 2,178 2,004 2,003 2,147 1,394

（実人数） 149 190 159 120 133 133 130 192 113 110

構成比 29.1% 61.9% 57.3% 35.7% 56.5% 60.6% 57.5% 59.7% 57.2% 49.8%

（実人数） 35.7% 47.6% 39.8% 18.8% 23.8% 24.3% 19.7% 26.8% 17.0% 17.6%

一時保護 13 13 13 10 14 10 10 11 13 7

保護命令 5 9 3 3 8 3 5 1 1 1

13 13 13 

10 

14 

10 10 
11 

13 

7 
5 
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3 3 
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3 
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1 1 1 

0
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一時保護と保護命令（件数） 一時保護 

保護命令 
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児童虐待への意識の高まりを受けて、相談件数は増加している。 
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■　国民健康保険被保険者の特定健康診査受診率の推移

特定健康診査の受診状況の推移

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

受診率　　　　（％） 46.3 47.0 48.2 48.0 48.0

健診対象者　（人） 48,859 48,456 47,581 45,564 43,899

健診受診者　（人） 22,613 22,759 22,921 21,887 21,092

※　法定報告値による。H29についてはH30.9末時点の暫定値

45.0

45.5

46.0

46.5

47.0

47.5

48.0

48.5

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

受診率    （％） 受診率    … 

特定健康診査（特定健診）は、国民健康保険に加入している４０歳から７４歳の被保険

者を対象とした、生活習慣病の原因となるメタボリックシンドロームを予防・早期発見す

るための健康診査であるが、その受診率はここ数年横ばいの状況である。 
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■各地区人権・同和教育推進協議会等活動の推移（活動回数・参加延べ人数）

292 
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各地区人権・同和教育推進協議会等の活動回数・参加延べ人数については、平成２７・

２８年度は前年度に比べ減少しているが、平成２９年度に増加している。 

（人） （回） 

（年度） 
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178,348  
163,906  

184,695  

167,248  

144,381  

64,580  70,775  
65,927  

75,971  

58,902  
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（人） 

■文化会館の利用状況 

■あさけプラザ（ホール）、楠交流会館（大集会室）の利用状況 

（人） 
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平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

第1ホール 178,348 163,906 184,695 167,248 144,381

第2ホール 64,580 70,775 65,927 75,971 58,902

第3ホール 37,576 41,436 34,137 37,293 36,538

第4ホール 26,931 21,674 23,742 21,965 21,327

第1展示室 46,195 42,965 43,905 43,325 43,460

第3展示室 21,710 20,170 19,325 20,290 23,130

第4展示室 11,066 8,437 7,212 7,720 8,324

来館者数 465,311 443,570 452,112 444,432 396,654

ホール 316,659 315,871 313,360 321,713 334,289

来館者数 447,795 463,939 472,077 494,006 496,449

大集会室 6,197 7,385 5,588 2,310 1,960

来館者数 111,254 107,285 99,662 88,512 89,529
楠交流会館

あさけプラザ

文化会館

465,311  443,570  452,112  444,432  
396,654  

447,795  463,939  
472,077  494,006  

496,449  

111,254  
107,285  99,662  88,512  

89,529  
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文化会館 来館者数 

 

（人） 

■文化会館、あさけプラザ、楠交流会館の来館者数の推移 

（人） 
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平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年
入館者数 265,668 285,866 342,517 318,100 218,124
貸出冊数 791,588 823,290 863,999 850,287 692,498
入館者数 106,108 103,861 107,926 108,212 113,762
貸出冊数 132,943 132,194 150,007 166,750 190,314
入館者数 90,136 84,802 81,274 79,655 81,385
貸出冊数 125,752 120,201 117,564 111,798 128,885

※市立図書館： 吊天井撤去工事に伴い、平成29年11月１日から平成30年１月29日まで休館

楠交流会館図書室

あさけプラザ図書館

市立図書館

市立図書館・あさけプラザ図書館・楠交流会館図書室　入館者数・貸出冊数の推移
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博物館入館者数の推移 

 

（人） 

  平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 

常設展 7,355 71,143 56,454 50,595 

特別・企画展 4,533 15,181 18,800 13,735 

プラネタリウム 7,649 59,195 63,310 60,068 

合計人数 19,537 145,519 138,564 124,398 

平成26年度はリニューアルに伴う整備休館   
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一般社団法人四日市市文化協会加盟団体（部門別）

部　門 ジャンル 会員団体数

文芸 俳句・短歌・川柳・連句・現代詩・郷土史 3

書道・写真・俳画・絵画・銅板・染色・手描き染め・尾張絵

立体造形・押花・イラスト）

邦楽 筝曲・三味線・尺八・吟詠・剣詩舞・長唄・民謡・大正琴 14（1）

能楽 1

合唱 18

洋楽 吹奏楽・管弦楽・ギター・ハーモニカ・ジャズ・シャンソン 3（1）

演劇 演劇・民話語り 3

舞踊Ⅰ 日本舞踊 9

舞踊Ⅱ 創作舞踊 11

舞踊Ⅲ 日本民踊 2

洋舞 バレエ 5（1）

芸能 舞踊・奇術 2

茶道 4

華道 7

生活文化 盆栽・山野草・水石・人形 3

趣味教養 将棋・囲碁・着付け・アートフラワー・絵手紙 4（1）

文化交流 社交ダンス・和太鼓 4

地域文化 シニア趣味の作品展示・あさけプラザ 2

子ども文化 ジュニアアンサンブル・キッズベル・子ども劇場 3

コラボ フラダンス・フラメンコ・キッズダンス・太鼓 5（1）

個人 7

　　※（　　）内は個人会員数　　　　　　　　　　　　　　　　　平成30年10月　　　　　　　　　　　　　　

美術 7（4）
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自治会加入率の推移

年度 H25 H26 H27 H28 H29 H30

加入率 85.3 85.2 85.2 85.4 85.4 85.1

85.3 85.2 85.2 85.4 85.4 85.1 
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100
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(%) 

(年度) 
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建築 競技 専用利用 個人利用

大字羽津甲5169 H9.8.1 21,072.00 9,707.00 172,764 17,981

四日市市霞ケ浦体育館 S48.4.1 1,669.05 1,290.00 41,905 ―

四日市市霞ケ浦第１野球場 S48.4.1 770.30 13,085.97 58,733 ―

四日市市霞ケ浦第2野球場 S48.4.1 142.56 1,125.00 28,154 ―

四日市市霞ケ浦新野球場（仮称） H32.5 ― ― ― ―

四日市市霞ケ浦舟艇場 S48.4.1 156.00 ― 7,518 ―

四日市市霞ケ浦プール S48.4.1 757.68 ― 1,294 42,422

四日市市テニスセンター H30.5.25 599.50 ― ― ―

四日市総合体育館 H32.5 ― ― ― ―

四日市市中央第２体育館 H6.12.25 8,720.44 1,936.40 42,373 10,924

四日市市中央陸上競技場 H43.9.24 3,086.33 18,879.90 42,196 25,751

四日市市中央フットボール場 H30.5.1 360.00 ― ― ―

四日市市楠体育館 H7.3.31 2,604.00 ※1 46,647 ―

四日市市楠多目的広場 H7.3.31 ― 13,200.00 20,644 ―

四日市市楠テニスコート H7.3.31 ― 2,640.00 23,704 ―

四日市市北条野球場 北浜町15－3 S25.5.1 76.19 11,571.00 10,084 ―

四日市市三滝テニスコート S47.4.1 1,900.84 1,179.02 70,805 ―

四日市市三滝武道館 S61.3.25 ― 171.08 28,069 1,398

四日市市三滝相撲場 H2.3.31 226.53 11,226.53 30 ―

四日市市松原野球場 S54.4.1 ― 9,000.00 7,901 ―

四日市市松原テニスコート S29.5.10 10.17 1,721.00 ― 1,554

昌栄町21－21 S49.3.17 1,172.56 ― 7,807 23,455

四日市市鈴鹿川ﾗｸﾞﾋﾞｰｻｯｶｰ場 内堀町 H1.10.1 ― 7,344.70 1,225 ―

四日市市鈴鹿川河原田野球場 H2.3.31 ― 10,046.44 3,200 ―

四日市市鈴鹿川河原田ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ場 H2.3.31 ― 5,070.00 1,169 ―

四日市市鈴鹿川ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ場 H2.3.31 ― 9,702.20 307 ―

四日市市垂坂サッカー場 H7.3.31 ― 14,280.00 35,695 ―

四日市市垂坂ソフトボール場 S58.3.31 ― 11,900.00 23,554 ―

楠町本郷 H１ ― 18,348.00 3,984 ―

四日市市桜テニスコート H7 ― 3,748.00 12,003 ―

四日市市桜多目的広場 H7 ― 9,471.00 4,168 ―

体育館 H29.3.1 605.78 475.00 ― ―

運動場 H29.3.1 ― 4,329.00 ― ―

笹川西公園運動広場 笹川５丁目 S46.9.2 ― 8,000.00 ― ―

保々工業団地総合広場 小牧町字高山2800-6 S61.4.1 ― 18,945.00 ― ―

三重団地テニスコート 三重９丁目11号 S59.8.1 ― 1,368.00 ― ―

富洲原地区運動広場 天カ須賀新町1－4 S62.4.1 ― 11,047.00 ― ―

桜ハイツ中央公園運動広場 桜花台２丁目5826－6 S63.8.24 ― ※2 ― ―

小山田地区ソフトボール場 鹿間町1200－5 H1.3.31 ― 7,600.00 ― ―

山之一色スポーツ公園 山之一色町龍宮口777 H4.5.12 ― ※3 ― ―

采女が丘運動広場 采女が丘１丁目142-1 H6.11.1 ― ※4 ― ―

垂坂地区運動広場 南垂坂町810-2 H15.4.1 ― 6,748.00 ― ―

大谷台テニスコート 大谷台2丁目1571-4 H12.9.1 ― 648.00 ― ―

小山田地区テニスコート 山田町1373－1 S58.12.20 ― 5,300.00 ― ―

県地区テニスコート 赤水町1520 S58.10.1 ― 2,701.00 ― ―

県地区運動広場 上海老町2101-5 S6.9.26 ― ※5 ― ―

水沢地区運動広場 水沢町4279-1 S54.8.30 ― 36,385.00 ― ―

河原田町

松原町4－15

　鈴鹿川緑地内運動施設

　鈴鹿川多目的運動広場

面積設置建設
年月日

所在地施設名

　三滝公園内運動施設

　松原公園内運動施設

大字羽津甲5169

日永東１丁目3－21

　四日市市温水プール

■スポーツ施設の状況

　四日市ドーム

新浜町17－23

平成29年度利用状況

　霞ケ浦緑地内運動施設

　中央緑地内運動施設

　楠中央緑地内運動施設

　北条公園内運動施設

楠町北五味塚1215－1

　（※1）アリーナ　　　　　1,152.00　武道場　　　　　　240.25　　（※2）ソフトボール場　4,265.00　ハードコート　1100.00

　（※3）ソフトボール場　8,118.00　ハードコート　　　733.00　　（※4）多目的広場　　　4,127.00　ハードコート　 752.00　

　（※5）ソフトボール場　5,807.00　多目的広場　　3,510.00

　北部墓地公園内運動施設

　桜運動施設

　橋北交流会館運動施設

　地区運動広場

大矢知町字大沢1981－25

桜町6900

東新町26－32

　四日市市本郷河川敷グラウンド

  本市の代表的なスポーツ施設である中央緑地内運動施設、霞ケ浦緑地内運動施設は、大規模大会等の 

 開催可能な施設が建設されている。 
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●スポーツ関連団体の状況（平成３０年度）

四日市市体育協会

三泗陸上競技協会

三重県軟式野球連盟四日市支部

四日市ソフトテニス協会

四日市卓球協会

四日市バレーボール協会

四日市バスケットボール協会

四日市水泳協会

四日市市バドミントン協会

ＮＰＯ法人四日市サッカー協会

四日市テニス協会

その他

合計

四日市市レクリエーション協会

四日市日本民謡協会

四日市フォークダンス協会

四日市家庭婦人バレーボール協会

四日市レクリーションバドミントン協会

四日市ソフトボール協会家庭女子部

四日市市ラジオ体操連盟

四日市シニアテニス連盟

四日市ソフトバレーボール連盟

四日市市ファミリーバドミントン協会

その他

合計

四日市市スポーツ少年団 種別 団体数 団員数 指導者数

野球 小学生 28 467 187

バレーボール 小・中 7 94 33

剣道 小・中・高 15 240 53

空手 小・中・高 9 85 27

ハンドボール 小学生 1 20 2

バドミントン 小・中・高 2 72 9

合気道 小・中・高 1 12 4

少林寺拳法 小・中・高 1 5 4

卓球 小・中・高 1 21 4

その他（複合） 小・中・高 1 20 2

合計 65 1,016 323

※その他以外は人数1,000人以上の加盟団体

※その他以外は人数150人以上の加盟団体
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不登校児童生徒発生率の推移

（単位：％）

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

四日市市 0.55 0.50 0.59 0.61 0.61

三重県 0.49 0.45 0.46 0.57 0.60

全国 0.37 0.39 0.42 0.47 0.54

四日市市 3.11 3.24 3.34 3.60 3.35

三重県 2.58 2.72 2.97 2.99 3.25

全国 2.72 2.75 2.83 3.01 3.25

※H29年度は速報値（文科H30.10.25発表）
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     校舎の建築年代と延床面積 （幼稚園・小学校・中学校） 
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